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小学校　第 2学年

たまねぎ −兵庫県−

生
活

三田市ではJA兵庫六甲パスカルさんだの協力
を得て、平成4年度から本格的に地場野菜を導入
している。学校給食玉ねぎ部会36名の会員が、年
間栽培面積1.5ha、平均出荷実績16tを学校給食に
納めている。「地元の子どもたちに安全･安心・
安堵の農作物を食べてもらい、地元の農作物のす
ばらしさを知ってもらう」という意識で栽培に取
り組み、県の「エコファーマー」の認定を受け、
堆肥などの有機肥料を使って土づくりを行うこと
や、農薬を減らすなど心がけている。
供給時期の拡大を目指し、旬である 5月下旬

から出荷でき、新鮮でみずみずしい早生品種「ソ
ニック」と7月出荷で、保存可能な晩生「もみじ
3号」の品種を栽培している。今では、5月～10
月末まで学校給食に地場の玉ねぎが使用できる。

（資料提供：JA兵庫六甲パスカル）

地場産物の説明

1人当たりの栄養量（小学校）

エネルギー　
たんぱく質　
脂質　
カルシウム　
鉄　
ビタミンA
ビタミンB1
ビタミン B2
ビタミン C
食物繊維
食塩	 　
マグネシウム
亜鉛

618kcal
26.0g
14.1g
341mg
2.9mg

530μgRE
0.33mg
　0.54mg
　47mg
5.9g
1.6g
88mg

　3.2mg

献立例
麦ごはん、牛乳、ますの塩焼き、新玉ねぎと新じゃがいもの旨煮、おひたし

今日から三田でとれた玉ねぎが登場します。たくさんとれた玉ねぎは、束にして涼しいところに保管し
て、だいたい10月末まで、給食に使うことになります。とれたては、柔らかくとけやすいので、給食では
切り方や調理のタイミングを考えおいしく調理しています。三田の土地で育った食べ物は、三田で暮らす
私たちにとって、新鮮で何より栄養たっぷりです。農家の方々は、成長期の子どもたちに、安全で安心な
野菜を届けたいと、土づくりを行うことや、農薬を減らすなど心がけてくださっています。農家の方々の
愛情をいっぱい受けて育てられた玉ねぎ、味わって食べましょう。

給食の時間の指導（感謝の心・食文化）

きゅうしょくはかせになろう！単元名
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兵庫県

きゅうしょくはかせになろう！

　毎日食べている給食がたくさんの人たちの手によって作られていること、そして実際には子どもたちの見えないところで、
子どもたちのよりよい成長を願って一生懸命作られていることに気付き、もう一度食事のマナーを見直し、感謝の気持をもっ
て食べることができるようにする。

小学校  第２学年  生活科学習指導（略）案

（1）本時の目標
　地場産物である玉ねぎが自分たちの口に入るまで多くの人が関わっていることに気付き、心を込めてあいさつをすること
ができる。

〈食育の視点〉
○　食生活は、生産者をはじめ多くの人の苦労や努力に支えられていることを知り、感謝して食べようとする態度を養
う。（感謝の心）
○　体験活動を通じて、日常の食事は地域の農林水産物と関連していることに気付くことができる。（食文化）

（2）展開	
過程 学習活動 指導上の留意点 備考

導入
（5 分）

1　地場野菜農家の畑で玉ねぎの収穫を
したことを思い出し発表する。

○　学級全体の様子を見ながら、当日の様子が想起でき
るよう声かけをする。（T 1）

展開
（35分）

2　玉ねぎが自分たちの口に届くまでに
どんな人たちが関わっているかを考え
る。
・　出荷作業

・　給食センターに届くまで

・　給食センターでの調理

・　給食センターから学校に届くまで

・　給食の配膳　

3　なぜ「いただきます」「ごちそうさ
ま」を言うのか考える。

○　玉ねぎの収穫後の作業の様子を撮影した写真パネル
を見せ、出荷作業についての説明を行う。（T 1）

○　玉ねぎ（実物）を見せながら、補足説明を行いイ
メージをふくらませる。（T 2）
○　給食センターでの作業の様子を写真パネルで提示・
説明をし、多くの調理員がどんな気持で働いているの
かについて伝える。（T 2）
○　給食が児童の口に入るまでを、絵巻物でさかのぼ
り、受け入れ要員や給食当番児童などの身近な存在だ
けでなく、目に見えないところでも、自分たちの食を
支えている人たちがいることに気付かせる。（T 1）

○　頂いた命や自分たちのために働いている人たちに
心を込めてあいさつすることの大切さに気付かせる。
（T 2）

写真パネル

玉ねぎの実物

写真パネル

絵巻物

終末
（5 分）

４　本時の授業をふりかえる。 ○　本時の学習で気付いたことを発表し合うことで、た
くさんの人に感謝の気持ちを込めて食べることの大切
さを確認する。（T 1）

（3）評価
○　前時までの学習（町探検）で出会った人たちと関連付けて学ぶことができたか。
○　給食が自分たちの口に入るまで、たくさんの人たちが関わっていることに気付くことができたか。	
○　気持を込めたあいさつをし、作ってくださった人を意識して食べようとする気持ちになったか。

　日　時　平成 21 年　月　日　第　校時
　対　象　2年　組　　名
　指導者　担任（T1）栄養教諭等（T2）

2 単元の目標

1 単元名

3 本時（8/8時）


